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近時我が国に於ける木材の需要は戦災建築復興その他のために頓に増加しつ1あるので,これ

が増産は焦眉の急務であるが,その需給関係は極めて困難な状態にある.他面木造建築物,土木

用材は勿論,立木の材質に至る迄稜々の木材腐朽菌に因って輝朽損耗するものは,年々莫大な皇

紀達するので,木材q)耐朽性を明らかにして,木材の選択 ･利用を考え,更に防腐処理を施して

利用する等,木材の節約は避けられない事情にある.従ってこの間題の解決には先ず腐朽を原因

する摩朽菌類の特性を明らかにし,腐朽に対する木材の耐朽性,夫に対する環境の影響の分析等

を行うことが極めて重要であろう.
7)

HUBERT は夷験室内の調節された保件下に於いて,木材の腐朽に対する比較抵抗力は虞の耐●

相性とは認め難く,白然状態に於ける木材の耐朽性の概念を得るに過ぎない旨を指摘したカ予,筆

者等は氏の所説に賛同するものである.
9110)ll)

本邦に於けるブナ材の腐朽並に腐朽菌類に就いての研究は夙に笠井に依って行われているが,
4)

筆者の1人赤井も発に逸見 ･大野等と共にブナ材の腐朽菌に対する比較抵抗力に関する研究結果

を各にした.筆者等は主として前回に使用 しなかった本邦産木材腐朽菌類に就いて,昭和25年

1月より同年5月にわたって,京大農学部植物病理学研究宝に於て,ブナ材の比較抵抗力試験を

したので,その結果を報告する.

本研究を行うに当り桓率殴助せられた京大植物病理学研究童貞各位に労し深甚なる謝意を表す

る.

供試菌の種類 と実験方駄

本実験に供用した腐朽菌は農学部植物病理学研究宝に保有中の1)ダニン酵解菌8種,繊維素溶

解菌1種,合計9線であって,その名称並に特性は第1衣の如くである.常法により調製した麦

芽煎汁寒天培養基を 300cc.の広口三角フラスコに約､50Cと.宛注入し,2気圧で高圧殺菌を行っ

た後,供試菌を移植して 280C.の定温界内に保った.菌糸が充分発育するを待って,.予め絶乾

重量を秤量した大き 2.0×2.0×2.0cm.の小材片を1昼夜蒸滑水に浸漬し,その儀2気圧で高圧

'X一二京都大学木材研究所木材腐朽 (木材生物界2)研究室業績 算3号

本研究の一部は文部省科学研究費を以って行ったものである.記して謝意を表する (赤井).

搬 京都学薮大学.
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三役菌を行い,冷却後各培養フラスコに5個宛,小材片の繊維を水平の方向にして培養基上に並

べ,再びこれを 280C.の定温器内に静潰した.120日 (4ケ月)経過後供試材片を淑出し,表面

に醒綿した菌糸を丁寧に除去して,再び羅乾重量を秤量したが,実験前に於ける夫との蓋から各

材片の重量減少率を求め,各腐朽菌による腐朽皮として比較した.

俸 1表 供試木材腐朽菌数の種額 と其の特性 (Thekindar】dcharacteristics

ofthewoo.a-destroyingfungitested.)

供 試 菌 学 名 供 試層 和 名 採集地 採集年月日採集者被害材腐朽型常練発育の適主恩

Fomespomaceus サクラ′サル′コシカケ 大阪府交野町 ∫plo/Ⅹ,1948 赤井重恭 海綿状白色朽

Lenzitesbetulina･X.-X.-X.一汁.X. カイガラタケヌメ リ スギ ク ケヒ ラ タ ケヤケイロタケダイダイタケヒ イ ロ タ ケスエヒロタケアイ.カ-タケ 京 都市右京区革 新紳敢境内 23/Ⅹ,19498/V,1947 永友 勇永真 勇 欝 琵白色朽 畠5oC. 港(250-′39oc.)

Pholio ta adiposaPleurotusostreatus 桐生市森農場京都市上京区京都師範学校構内 白 色 朽脆易劉生白色朽 -X.港-X.,X.3JoC.

:TolyporusadustusPolyporusillicicola 京都市伏見区鰐荷紳敢境内 7/Xl,1944 赤井豆恭 哲人性白色朽●京都市較馬山 15/V,1948 赤井重恭 白 .色 朽 -X-30oC.

PolystictussarlguirleuS 京都府笠置町笠 置 山 29/肌 1944 赤井重 恭 雷詔芸 白色 朽 港 -X.-X.40oC .

SchizophyllumCOmmune 浜島市旧諌兵場 8月Ⅰ,1946 や.赤井重恭 脆弱性白色朽 25oC.､蒋(200-40OC.)

望) ]'17) 3) G)

備 考 : 表中の腐朽型は逸見に役い,菌綿発育の適温は や北島,滋･X.逸見 ･赤井,紫･X･港平山及び*,X+I:'X'
8)

HuMPIIRJ弓Y,STGGmiS 両氏(73実験結果を引用し,サクラノサルノコシカケ,ヤケイロタケ及

び ヌメリスギタF7-の3菌に就いては未だ報告されたものが はいから空欄 とした.
1)

･x･-:{･.'*･:/:･･:(･不菌は一般には褐色朽を基因するもの として軍扱われているが,赤井 ･寺下の実験

も:_1よれば Phenol10Ⅹidase 反鹿は陽性であって 1ignin 溶解菌 として取扱 う吋きものであ

る.

3.実 験 結 果

A.培養三角フラスコ円の供試菌の発育状態 菌糸の充分発育した培養三角フラスコ内に材片

を並麓すれば,一般に菌糸は速かに蔓延して材片を包むが,腐朽菌の桓類によってその発育程度

が興り粗碑の差がある.今昭和 25年 5月15日 (培養後 110日)に於ける菌糸の発育状態に就い

て,肉眼的観察の結果を示すと第2表の如くである.
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算2表 培養三角フラスコ内に於ける供試菌の発育欺憩比絞 (Comparisonofthemycelial＼

growthappearanceofthetestedfungiincultureflasks･)

侯 爵 菌 索 発育程定 園 林 の 発 育 状 態

サクラノサルノコシカケカ イ ガ ラ タJケ +1+':+I+++++ 菌林は褐黄色 (RawSiennaR.'S:Pl二Ⅷ),塊状を写し材片を包む.菌赫塊の表面には症欺の小突起あり平滑Z:-甑 い.椅子面 に′J､豆 色

(chocolateR.'S‥pl.XⅧ)の線紋を生ずる.

菌林は白色,敵密で材片を包み,■表面に細粒状の突起を生ずる一

ヒ ラ タ ケ + 菌錦は白色を帯び発育不良で,材片上に薄く綱目鉄に拡る.

菌林は淡茸樫色 (Cream-BurrR.'S:PLⅩⅩⅩ)乃至淡緑黄色(Cha-pmois-R/S:Pl.XXX)pを重し,材片を包み,培養基'jj蓑田に淡緑黄
負 (ChamoisR.'S:pl.XXX)の症軟の菌赫塊を生ずる.

菌綿は白色,甚だ密で材片を包み塊枕を.了よす.菌赫塊の表回は鮭肉
負 (Ochraceus-SalmonR.'S:pl.XV)乃至 (GrenadineR.'S:pl.Ⅰ)
を毒し,椅子郵 こ甲色の雲紋軟の部分を散在する.

菌練は白色綿毛験で材片を薄く包み,白色の菌練塊を生ずる.培養
基上の菌糸糸に水滴様の液体を散在する.

ヌメ~リス ギ タ ケア イ カ - タ ケ 十+++ 菌紬 ま発育不良で培養基上の菌矧 ま淡緑黄色 (chamosisR.'S:pl,

ⅩⅩⅩ)を量し,材片上め菌涼刺ま白色で,薄 く表面を覆い平滑である.

菌柳 ま白色又は茶色 (Pinkish-BuffR.'S:p1.XXⅨ)を具し,粗
で綿毛状をなし材片を包む._空中菌錐に俸2胞子を形成し粉状を
量する.

備 考 :表中香草 R/S:pl.は Ridgway'ScolorStandardsandNomenclatureの図版番号で

ある. +の数は菌額の発育程度を示し,(+)は+よりも発育精々劣ることを意昧する.

B.供試菌に因るブナ材片の腐朽状態 120日日 (4ケ月)に腐朽試験を終了して各培養三角

フラスコより,ブナ材片を痕出し,表面の菌韓を除去しその腐朽状態の肉眼的桜察をした結果は

第3表の如くである.
■○

算3表 供試菌4ケ月培養に因るブナ材片の腐朽欺愚比験 (Comparisonoftheappearanceof

decayir)gbeechwoodblocksduetotheattackofthetestedfungifourmonths
aftertheinoculation.)

併 読 菌 名

サクラノサルノコシカケ

カ イ ガ ラ タ ケ

ヒ ラ タ ケ

ヤ ケ イ ロ グ ケ

ダ イ ダ イ タ ケ

ヒ イ ロ タ ケ

ブ ナ 材 片 の 腐 朽 釈 惑

材片は全体腐朽し軽嚢 と克って原形を止め兄い.葦鐙色乃至淡黄褐色を毒し,
木口両に亀裂を生じたものが供試材片5個中3個あった.′

材片は原形を止め,全体淡薫茨色を墨していた.

材片は殆んど腐朽せず原形を止め,全体淡暗紫色を皐していた.

材片は原形を止めているが,木口の全面腐朽して粗粒 と†より,亀裂を生じてい た.

材片は原形を止めいてるが,仝両親食した棟に腐朽1,貰褐色を量していた.
木口田は側面より精々多 く腐朽した.

材片は縮小して原形を止めず,春材部は次ぐり取った様に腐朽し,多数の細孔
を生じて軽紫 と7よっていた.
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ス エ ヒ ロ タ ケ

ヌメ リスギ クケ

ア イ カ - タ ケ

材片は殆んど腐朽せずして原形を止め,淡褐紫色を量していた.

材片の釜田が僅かに腐朽して原形を止め,木口同は春材部が腐朽し,秋材部と
招棟とは碁盤縞状に残留し,腐朽部は精々白色化していた.

材片は原形を止めているが,仝体砥食した標に腐朽し,著しく小型と光り茸友
色を暴していた.

1)
ヌメ.)スギクケは前述の如 く褐色朽主して取扱われているが,赤井 ･尊下の実験に於ては酸化

酵素反応は陽性であり,本実験に於ても材の白色化するのを認めているので,白色朽を基因する

Iignin溶解菌として取扱 うのが妥当と考える.

C.ブナ材片の重畳に及ぼす供試菌の影響 実験前及び後に秤量した供試材片の緒乾重量に基

き材片の重畳減少率を求め,それを各腐朽菌に因る腐朽度として比較した.実験結果は第 4表の

如 くである.表中の数字は同一供試菌に対するブナ材)-1L5個の平均重畳であって,単位はgであ

る.何比較のために第 2表の成績による供試菌の発育程度を表中に摘出した.

俸4表 供試菌に因るブナ材片の重畳減少比較 (Comparisonoraveragelossindryweight

ofbeechwoodblocksinoculatedbythewood-destroyingfur)gitested.)

供 試 菌 名 菌練発育程度 諾 前賢+ + + + 4.0255 実験後重畳減少量卒均 (g) 重量減少率 腐朽 比率

リ サクラノサルノコシカケ 1.0695 26.57 10 0
ヒ.ィ .ロ タ ケ ++++ 4.1083 ･0.9842 -23.96J 190

グ ヤ ケ イ ロ タ ケ +++ + 3.9480 0.7041~ '17.83 67

ン/絡 カ イ ガ ラ タ ケ 1-+ + ++ + (+) 4.05623.8615 0.5415 13.35 50ダ イ ダ イ タ ケ 0.5126 13.27 50

解菌 ′ ヌメ リスギ クケ 1 - 4.0433 0.4025 9.95 37
ヒ ラ タ ケ + 4.1104g 0.2037 4.95 19

ス エ ヒ ロ タ ケ + ++ 4.0615 0.0989 2.43 9

上表に於て明らかな如く,ブナ材片の腐朽度は菌の程類によって興 り, 1)ダニン音容解菌の中で

腐朽カの最も強かつたものはサクラノサルノコシカケであって,平均 26･57%の重量減少率 を

示し,ヒイロタケ (23.96%).がこれに次いで腐朽力が大きかつた.繊維素溶解菌は僅か 1橿類

を供用したに過ぎなかったが,アイカ-クケは 14･98%の重畳減少率を示した.前述の如く筆者
4) 〟

の 1人赤井及び逸見 ･大野等が発に行った実験ではヒイロタケ,アイカ-タケ等 16桂の木材腐

朽菌を用いて行ったが,ヒイロタケは 320日培養に於て 43･77%, アイカ-クケは 29･92% の

重畳減少率を示した. この結果と今風の実験結果とを比較するときは,両菌による重量減少率

は略々同一傾向にあるものということができる. 而して本実験に於て腐朽カの最も弱かつたも
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14)
のはチエヒロクケであって,その重量減少率は勧 にゝγ2･43.%である.十代田はアカマツ材を用

5)
い,日比野 ･広原 ･小原等はアカママ,アカニゾマツ及びベイマツの材片を用いてスエヒロタグ

に因る腐朽試験を行ったが,該菌はそれらの供試材に対して何れ.も微弱な腐朽カを示す事を報告

している.斯の如くスエアロクケは一般に輝朽カが弱いものと思考せられるが,すべてb有用材

に極めて普通に発生して,所謂フケ材等の原因をなすものである.次に菌糸の発育程度と腐朽度

.との関係を見るに,本実験に於ては菌糸の発育不艮なるものは材片の重量減少率も低 く,一大体平

行する結果を得たが,スエヒ′ロクケのみは菌糸の発育程度は中位であるにも拘らザ,その侵害カ

は著しく横弱であった.一般vt菌糸の発育程度と腐朽とは必ずしも平行するものでないようであ

る.

摘 要

1.本研究は麦芽煎曹寒天培養基上に発育せしめた 9種?木材腐朽菌類に対する,ブナ材片の
4

比較抵抗力を 28OC.ゐ定温幕内に於て比較したものであって,実験期問は 120日 (4ケ月)で

卑る.

2.培養三角フラスコ内の供試菌の発育状態を見るに,サクラノサルノコシカケ,ヒイロクケ,

ヤケイロクケ及びカイガラクケは菌湖の発育艮好であるが,ヒラタケ,ヌメリスギクケは不艮,

スエヒロタケ,アイカ-クケ及びダイダイクケは発育中位である.

3.供試菌中ブナ材に対して腐朽力最も強く,重量減少率が最大であったのはサクラノサルノ

コシカケやぁって;平均 26.57%を示した.これに反し,腐朽カが最も弱かつたのはスエヒロ~タ

ケで重畳減少率は2.43%に過ぎなかった.

Resume

も Thepresentpaperdealswiththeresultsofthewriters'investigations

ontherelativeresistancebfbeechwood(FaguscrenaiaBLUME.)toninespecies

ofwood-destroyingfungiunderthecontrolledlaboratoryconditions.

2.Intheexperiment,thefungitobetestedhadbeen previously grown
Jr

onmaltdecoctionagarintheErlenmyer'sflask,beforethetestblocksofbeech

woodwereinsertedandthenkeptat280C.for120dayslong.

3.Thefungitestedwereasfollows:(a)Lignin･dissolvingfungi;FolrlLeS

i･omaceus, Lenzitesbetulina, PJwlioia adii)osa, Pleurotusostreatus, Polyi'orus

adustus,P.illicicola,i)olysiictussanguineusand Schizoi,hyllu'7LtOTnmune.(b)

Cellulose-dissolvingfungus;Polyi,opussulilhureus.

4.1n the present experiment the test blocks inoculated by Fo〃ws

i,oTnaCeuSShowedthemosts占riousdecayandthoseinoculatedbySchizoi'hyllu,,A

com,nuneshowedthehighestresistance.Lossesinaverage dry weightofthe

testblockswere26･57% intheformerand2.43% inthelatter.
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